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北海道―陸別HFレーダー初期結果 1:経緯報告および概要

Initial results from the Hokkaido HF radar observation 1: Overview
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２基目の中緯度SuperDARNレーダーであり、同時に初めての極東域SuperDARNレーダーである北海道―陸別HFレー
ダー (地理座標: 43.53o, 143.61o)は、２年間の建設作業を経て、昨年 11月についに完成した。このレーダーの初期結果
について報告する。最後に残されていた送受信機システムが 11月初旬までに導入され、据付・調整を経て 11/11-13に落
成検査が行われた。そして 11/20に無線局免許状が交付された後、正式に稼働を開始した。

このレーダーを活用すれば、電離圏・下部熱圏・上部中間圏における、サブオーロラ帯から中緯度領域にわたる広範
囲の電場分布やプラズマ密度変動、不規則構造分布ならびに各種波動の分布の二次元観測が可能となり、様々な新しい
研究結果が得られると期待されている。実際に、試験観測期間中にストーム中の SAPS/SAIDによると考えられるエコー
が観測されている。その後も磁気嵐や大きなサブストーム毎に電離圏エコーが観測され、大磁気嵐時には昼間側でカス
プ領域付近のエコーおよび極向き高速流が見つかっている (詳細は片岡他講演参照)。このように北海道―陸別 HFレー
ダーによる観測は、今後の太陽活動上昇に向けて大いに期待が持てる。また、ground (sea) scatter echo中にも TID(細川
他講演参照)や地震の影響による変動 (西谷他ポスター発表参照)など、様々な興味深い現象が観測されている。講演にお
いては、経過報告並びに初期結果の概要について報告する予定である。


